
NO.8日本産希少淡水魚繁殖検討委員会 15周年記念事業報告書 

  

平成 18 年度野生動物保護募金の助成を受けた「日本産希少淡水魚繁殖検討委員会 15周年記念

事業」の実施結果を次のとおり報告いたします。 

    

                          日本産希少淡水魚繁殖検討委員会 

                            15周年記念事業実行委員会 

                             委員長  長井 健生 

                               （碧南海浜水族館） 

事業名: 日本産希少淡水魚繁殖検討委員会 15周年記念事業 

事業者: 日本産希少淡水魚繁殖検討委員会 

日本産希少淡水魚繁殖検討委員会（CBEJF）は、(社)日本動物園水族館協会（JAZA）の種 

保存委員会（SSCJ）の下部組織で、絶滅の危機に瀕した日本産希少淡水魚の種保存を目的 

として1991年に設立されました。 

最初は、ミヤコタナゴ、イタセンパラ、ニッポンバラタナゴ、ネコギギなど１０種（亜種 

を含む）を対象に９園館が参加して活動を開始しました。15年が経過した現在では、北海道

から沖縄まで全国３５園館で18種（亜種を含む）の希少淡水魚の繁殖・種保存に取り組んで

います。主な活動は、飼育下での繁殖を行い種を保存していくとともに、繁殖・飼育技術の

共有化のための繁殖マニュアルの作成、危険分散を目的とした複数園館での飼育・保存、地

域及び研究機関と協力した生息環境の保全や啓発活動を行っています。 

参加園館:別添の通り(水族館 41、動物園 11、計 52園館) 

期 間:平成 18年 9月から平成 19年 3月を目途に、参加園館の事情に合わせて実施した 

事業内容: 

1.パネルの作製 

2.ポスター及びリーフレットの作成 

3.展示会の開催など 

(作製パネル内容) 

1.開催にあたって 

2.日本産希少淡水魚繁殖検討委員会の活動 

3.日本の希少淡水魚の現状 

4.繁殖・保存対象種 

ミヤコタナゴ/ハリヨ/ニッポンバラタナゴ/イタセンパラ/スイゲンゼニタナゴ 

ヒナモロコ/ウシモツゴ/アユモドキ/ネコギギ/ムサシトミヨ/ゼニタナゴ 

タナゴモドキ/シナイモツゴ/アカメ/エゾトミヨ/カワバタモロコ 

ホトケドジョウ/オヤニラミ 
収支報告 
 パネルの作製、ポスター及びリーフレット(6万部)の作成、 

展示会の開催経費など                  計  300,000 円    










